
 

日時：令和 3 年 11 月 5日（金）14:00～16:00 

場所：ＫＫＲホテル名古屋 芙蓉の間 

 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 議事 

（1）名勝名古屋城二之丸庭園整備計画について ＜資料 1＞ 

   (2) 令和 4年度の二之丸庭園の修復整備・発掘調査について ＜資料 2＞ 

 (3) 表二の門附属土塀の雁木の調査について ＜資料 3＞ 

 

 

 ４ その他 

 

 

５ 閉会 

 

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第 45 回） 



特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第 45 回） 出席者名簿 

 

日時：令和 3 年 11 月 5日（金）14:00～16:00 

場所：ＫＫＲホテル名古屋 芙蓉の間 

 

■構成員                             （敬称略） 

氏 名 所 属 備考 
瀬口 哲夫 名古屋市立大学名誉教授 座長 

丸山 宏 名城大学名誉教授 副座長 

小濵 芳朗 名古屋市立大学名誉教授  

高瀬 要一 公益財団法人琴ノ浦温山荘園代表理事  

麓  和善 名古屋工業大学名誉教授  

三浦 正幸 広島大学名誉教授  

藤井 譲治 京都大学名誉教授  

 

■オブザーバー                          （敬称略） 

氏 名 所 属 
  平澤 毅 文化庁文化財第二課主任文化財調査官 

 



令和3年11月5日（金）
14：00～16：00
ＫＫＲホテル名古屋 芙蓉の間
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二之丸庭園整備計画案について 

１．整備計画案の修正 

※資料1-2参照(赤字は修正案) 

２．調査の継続 

（１）史料調査 

・学芸員等による御小納戸日記等史料調査継続

（２）発掘調査 

・本市発掘等調査結果の整理、今後の取り組みの方向性等整理 

・学芸員による発掘調査継続 

【修正の方向性】  

今後の調査研究のさらなる充実についてより明確に記載する  

水面や三和土の成立年代が立証できていないことを念頭に置く 

発掘調査等の結果にもとづいた遺構の修復を中心に、内容を変更する
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令和4年度の発掘調査について

図1　令和4(2022)年度発掘調査位置（案)

調査位置と調査目的

①北池護岸背面　　約2㎡
　護岸背面の状況確認。

②北池池底　　　　約3㎡
　池底下の状況確認。

③東御庭　　　　　約590㎡
　塀跡遺構、薬医門周辺建物跡、玉石の広がりを
　中心とした東御庭の遺構残存状況の確認。
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①北池護岸背面(北西から) 

②北池池底(北東から) 

③東御庭北半(南東から) 

③東御庭南半(南から) 

図2　北池遺構平面（図1の①、②拡大）
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図3　過去の調査成果と今回の調査地点
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③礎石及び溝(東から) 

⑤礎石及び溝(北西から) 

①玉石及び景石(東から) ②礎石、溝及び玉石(南から) 

礎石 

溝 

④礎石(西から) 

礎石 

⑥礎石、⑦三和土(多春園周辺)(南から) 

礎石 

過去の調査成果を踏まえた今回の調査目的 

R3(2020)年度の第 8次調査で、二之丸庭園の内部と外部を区画する塀の礎石と考えられる石と塀に伴うと思われる溝を検出した（②）。 

塀の礎石と溝は過去の調査でも確認されており、R4(2022)年度の第 10 次調査で東御庭を調査することで、庭園の北側の区画が明らかになることが期待される。同じく第 8次調査で、庭園外部の薬医門周

辺建物の礎石を思われる石を検出した（④）。庭園を区画する塀跡と外部の建物跡の状況を確認することで、庭園北部の遺構と絵図との整合性を検討できるようになると考えている。 

さらに、①と②で検出したそれぞれの玉石の広がりをはっきりさせることで、東御庭北部の遺構残存状況を適切に把握できると考えられる。 
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雁木あり
「元禄十年御城絵図」
（名古屋市蓬左文庫蔵）
※元禄10(1697)年

雁木あり
『金城温古録』
「南一之御門升形細見之図」
※江戸時代後半～
明治35(1902)年

雁木あり
「名古屋離宮平面図
大正四年十月製図」
（名古屋城総合事務所蔵）
※大正４(1915)年

雁木なし
「名古屋離宮総図
大正八年四月製図」
（名古屋城総合事務所蔵）
※大正８(1919)年

表二の門附属土塀の雁木の調査について

１．調査の経緯

（１）整備方針の策定

表二の門と附属土塀は、近年に大規模修理行われておらず、建物の劣化が進行している。

また、本丸御殿へ向かう来場者の多くが通る歩行経路の上部に位置することから、優先的

に大規模修理を行う必要があり、令和２(2020)年度に『名古屋城表二の門等保存修理方針』

の策定を進めた。その際、建造物部会より、大規模修理と併せて土塀の雁木復元について

も検討を行うようご指摘頂いた（図１）。

(２)表二の門における雁木について

『金城温古録』では「がんぎ二の御門左右御高塀に登る内坂の石段なり」（『金城温古録 

第十六之冊 御本丸編之一』南一之御門升形項）と記され、複数の絵図に描かれている。しかし、

昭和15(1940)～16年に撮影されたガラス乾板（図２）には、雁木は見られず土塁となっ

ていることから、近代に撤去されたと考えられる。

（３）これまでの調査

令和２(2020)年度に史料調査を実施し、絵図に描かれた表二の門の雁木を整理した。

大正４(1915)年の絵図まで雁木が描かれている一方で、大正８(1919)年以降の絵図には

描かれていないことが明らかとなった（図３）。ただし、雁木が描かれていても過去の図

面を踏襲しているだけで、実際には取り払われていた可能性も想定できるため、図面のみ

で時期を特定することは困難である。

大正年間の名古屋城は宮内省が管理しており、表二の門については計４回の修理工事を

行っているが（『名古屋離宮沿革誌』、『工事録』）、具体的な工事内容の記載はない（表１）。

これまでの調査からは表二の門（および城内）における雁木はいつ頃、なぜ撤去された

のか明らかになっておらず、雁木の復元を検討するにあたって、様々な情報を少しずつ積

み重ねていく必要がある。

45全体
資料3-1

『名古屋離宮沿革誌』（昭和５(1930)年）

…離宮期における工事の一覧が記載

『工事録』

…宮内省が各年次の工事決裁資料を綴ったもの

明治39年11月表二ノ門及左右塀屋根葺替其他 『明治39年工事録2』に左記の修復工事の記録あり※

明治43年８月表二ノ門空濠間木柵改造 同年に記録なし

明治44年11月表二ノ門外濠上柵左右修繕 同年に記録なし

大正8年10月表二ノ門及練塀修繕 同年に記録なし

※記録としては、工事日程と図面、出来形「二ノ門家根修繕壱ヶ所、左右塀⾧延弐拾壱間高サ八尺修繕、木材

腐朽之分取替、家根葺替、壁塗替、在来の通出来」の記述があるのみで、具体的な工事内容の記載はない






